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Abstract

Givenimpetus by the prevailing cultivation activity of the nation directed to

thewaterpowerresources,homeindustriesofJapanstartedinpostwardaysinthe

manufacturingof theBatcherPlants,andinspiteoftheshortnessofhistory,their

productshavereachedmarvelouslevelofaccomplishmentinmanyphasesincluding

COnStruCtion,Operation,and controlling system rendering a meritorious servicein

the globalsupply of concrete for the dam construction.

Hitachi,Ltd･,keenlyinterestedin the manufacturingofbatcherplantsfrom an

･early
date,had been meticulously engaged since early1951in the fundamentalre-

･SearChesandexperimentinthebatcherplantuntilitcouldrecentlydevelopitsown

design on utterly newidea.

Twosetsofautomaticbatcherplantscompleted oflateincorporate the Hitachi,s

novelideain every detailemploylngreliable component apparatus so as to ensure

bigh e伍ciency of the operation.

これ等は何れも操作が自動的であり,至る所に斬新な

〔Ⅰ〕緒 ●喜■ 設計を り入れ操作の確実と故障の絶無を期したが,伺

我国に於けるバッチャーブラン†は,~昭和16年東京

都小河内貯水池に米国のHooverDam(旧称Boulder

Dam)建設工事に使悶したC.S.Johnson社製の中古品

112切×2台(90m3/br)を輸入したのが最初で,一戦前

では唯一のものであった｡処が戦後ほ電源開発による大

規模なダム建設工 が盛んに計画されるに伴い,数社に

,於てバッチ1･←プラントの国産化が企画され製造が開始
された?当初は形式もまちまちであり,操作も手動又は

一半自動式程度が大部分であったが,その後数年の間に著

しい進歩と発展を遂げ,現在では特殊の場合を除いて形

式も一定し,操作も日動又は全首動式が要望されるよう

になり,製作数も数十茎を超えるに至っている.｡

日立 作所に拾ても惜和26年頭初よりこの試作研究に

着手し,各主要部の検討を十分行い特許を確保した上で

~製作に乗り出し,最近都会地向生コンクリ←ト製造及び

ダム建設問のバッチ1･-プラントを各一基製作納入し,

･好評裡に稼動している｡
日立製作所笠戸工場

れもその威力を十分に発揮L,大いに成果を上げること

が出来た〔これ等の実置を基礎として,日立バッチャー

プラントの構造に就いて簡単をこ述べることにする｡

〔ⅠⅠ〕機械部分の構造と特長

(り 概 要

バソチャープラントの塾状ほ,貯蔵糟の配列によって

決まり,我国で現在要望され又製作されている多くの型

式は,セメント槽を可~1J山こ置いてその周囲に放射状に骨

材糟を配列した賃巾式が殆どである｡これほ計量窒,混

練室共に各機器の配置が纏り良く構成出来る利点より生

れたものである｡

日立製作所でほ現地に於ける組立,分解を容易にする

意味で四角塔を探吊している｡

プラントの能力ほダム建設の規模より,28切,又ほ56

切級のミキサを,声～4台設備したものが主体となってい

るが,大体の標準は第l表(攻頁参照)の通りである｡

次に操作方式であるが,漸次自動又は全自動式に,即
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第1表 コンクリート打設量とバッチャープラン

トの容量

Tablel.Concrete Placing and Capacity of

Batcher Plant

コこ/クリート打設鼻 バッチヤープラントの容量

ちコンクリートの計量,混練操作が完全なる自動化の方

向に向う傾向が強く,これ等の自動化は確実なる操作が

期待出来得る機械部品と,優秀なる

る結合によって初めて実現出

材料の記

気機器との巧妙な

るものである｡この外各

装置,配合比変換装置,水分補正装置,ミキ

サのコソシステンシーメータ等を附属せしめることによ

って倫一層の信掛性を高めるものとなっている｡

第】図～第3図は最近納入を終った30m3/brバッチ

ャープラント及び45m3/hr ミキシングプラントの全景

で,何れも操作は自動式であり,卑寺に45m3/br ミキシ

ングプラン†は大都市に於ける生コンクリー†製造用と

して本邦最初の生セメント式とペースト式の両方が可能

であり,更に切換スイッチの操作によって四種の配合比

変換をR由に行い得る構造となっている｡庸コンクリー

†打設量が非常に多くなる場合には,材料又は,コンク

リト†の冷却を行いコンクリート凝固時の水和熱を除去

第1図 20m3/brバッチャープラント全景

Fig.1.GeneralViewof30m3/hrMixingPlant

することも実施している｡

前述したものほ最近に於けるバッチャ←プラン†製作

業界動向の趣く一端であるが,米国でほ早くからこれ等

の点に着眼されており,1932年前記Hoover Dam建

設工事に使用したC.S.Jobnson社製バッチャープラソ

トには,古い型式ではあるが一通り附属しており,特に

第 2 末 日 立全 自 動式バ ッ チ ャ
ー プ ラ ント 療準仕様

Table2. Standard Speci丘cations of AllAutomatic ControIBatcher Plant

粛 二料投 込

シ ュ
ー ト

操作 人 員

振子白勤債梓式,毎回計居表示,毎回計量記録,配合比変換装置,計量重量累計表示,残塁過不足警報装置

コンシステンシーメータ付,回転胴体内に耐ユ琶耗瞑張又は熔接

切換ダンパ(ミキサ2台)又はスイベルシュート(ミキサ3～■4台〕

璧 材 1人 計 遥 混 練 1人
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第2図 45In3/br キシ/こ/ダブラソト全景

Fig.2.GeneralViewof45m3/hrMixingPlant

コンクか-ト打設時の冷却方法が,当時既に大規模に計

画実施され相当の効果をあげていることは注目に値す

る｡.

次に代表的な日立全自動式バッチャープラントの仕様

を第2表忙示し,以下その構造と特長に就いて述べる｡

(2)受 材設備

コンクリートに必要なる材料を受入れる設備を総称し

て受入設備と呼んでおり,骨材,セメントの受入れはプ

ラントの最上階に任し,水の受入れは計量重に放て行わ

れている｡通常各材料の運搬設備ほ次のようなものであ

る｡

材..‥....ベルトコンベヤ又はバケット

コニレべ-一夕

セメ ソl㌧…….スクリュ∵-コンペヤ,バケツ

トエレベータ又ほ空気

水

置

……‥山上より送水又は電動ポンプ

による揚7k

以上の運搬設備によって運ばれた材料く･･ま,骨材の場合

ターンヘッドによって各骨材糟に分配貯蔵され,セメン

トほシュー∴トにより直接又はセメント分離装置によって

セメント糟に外気と完全に隔離され貯蔵される｡水はフ

ロートミルブ又ほフロートスイッチの制御によって常に

水面を一定に保ちながら貯蔵水タンクに給水される｡
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第3図 45m3/br ミキシ)/ダブラソト寸法図

Fig.3.Dimensions of45m3/hr Mixing Plant

(3)貯 蔵 槽

貯蔵糟は骨材,セメント,水の3つに大きく分質され,

セメント貯蔵糟を中心にして放射状に骨材糟が配列され

ており,貯蔵水タンクは計量室に置かれている｡

材料の貯蔵量ほ通常骨材で2～3時間分,材料の予冷-

を行う場合は予冷時間を必要とするから多少多くなって

2.5～3.5時間分となる｡セメントほ1～2時間分,水で

0.5～1時間分貯蔵され,骨材セメントは息角を考え,所▼

定量十分貯蔵出来る容積を確保している｡

次に各貯蔵槽の構造は各糟共雨水の浸入しないよう十

分･なる考 が払われており,特にセメソ†糟に対しては

槽壁を二重にして防湿の完璧を期している｡骨材糟は斜

面の傾斜角を十分にすると共に,大砂利,中砂利貯蔵槽

には骨材の落下による衝撃及び吸砕防止のためロックラ

ダーを設け,磨粍部には耐磨耗板を張付けて磨耗防止に

努めている｡セメント糟にはセメントの輸送方法によつ

て異るが,適当な容量の空気フィルターを設け,下部に

低圧空気を吹込む空気驚拝装置を有している｡その他骨

材,セメント糟共スライドゲート及び貯蔵量の上限,下

限を表示し貯蔵状態を容易に知り得る在量表示器を設備

している｡

(4)計 量 機 構

コンクリートに必要な材料ほ普通大砂利,中砂利,小

砂利,砂,セメント,水,AE剤に分けられ,それぞれ
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バイブレータ 砂貯蔵ホッパ 中砂利貯蔵ホッパ
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ト

第4図

Fig.4.

中砂利杵屋槽

計 量 設 備(大砂利,中砂利間係)

Weighing for Mediate Graveland

Cobbles

ガ
イ
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利
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円
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ダ

景も適応した供給装置によって確実に供給し計量を正確

に行うことが望ましく,計量精度を如何にして上げるか

が現在各社の歳争になる点である｡次に第2表に記載さ

れた日立式の各供給装置,秤量機及びこれ等の計量精度

に就いて述べる｡

(A)骨材供給装置

骨材の粒径は通常次の如く分類され,それぞれの粒径

に応じた供給装置を採用している｡

大 砂 利………‥-……….80～150mm

中 砂 利‥.

小 砂 利‥‥.

…….35～80mm

‥.35～
5Ⅱ1m

砂
……‥‖‥‥‥‥‥‥..5mm以下

この中大砂利,.中砂利はスダレ付扇形ダー†又ほ円盤

フィーダにより供給される｡前者の供給装置は使用骨材

の粒径が比較的大きいため,排出口が→定席積以下にな

ればアーチングを起して供給が不可能となるから,ジョ

ブギング操作を追加してこれを防止し,ジョヅギングの

時間を適当に選定することにより計量精度を上げること

が出来るようにしてある｡

円盤フィーダは円盤の回転によって骨材を供給し,所

思量の80～90%になれば屍を絞ることによって小量供

撒を行い,100%で停止する構造となっている｡この小

砂
秤
量
槽

パイプ 砂用扇形 砂貯蔵
レーク ゲ ー ト ホッパ

扇形ゲート用
空気シリンダ

第5図 計 量 設 備(/卜砂利,砂関係)

Fig･5.Weighing for Fine GravelandSand

量供給方法は二段操作によって行われており,小量供給

量が任意に調整出来るため,計量誤差が非常に僅少であ

ることを特長とLている｡第4図は中砂利に円盤フィー

ダを使閏した場合である｡

次に粒径の小さい砂,小砂利にほ扇形ゲートを用いて

いるが,計量の最終段階に於ける小量供給方法ほ,ダー

一関口を る二段操作で十分に精度を保ち得てジョッギ

ソグの必要ほない｡但し砂ほ通常若干の水分を含有して

アーチングを起す傾向にあるので,貯蔵糟出口にバイブ

レータを附設している｡第5図は砂,

全景を示す｡

(B)セメン1供 装置

利砂ヽ′ 機構の

セメントで最も注意すべきことはアーチングとフラシ

ソグの現象である｡この防止ほ従来の機械的な方法でらま

十分とはいえなかったが,セメント糟内の下部に数箇所

の0.5～1kg/cm2十分乾燥L,且つ油分を分離した低圧

空気を吹込めば,相当の効果を上げ得ることを実験上確

め,現在この方式を採用して良好な成貰を得ているが,

まだ未解決の面もあるので更にこの実験研究を進めてい

る｡

供給装置としては,2段式スクリューフィーダ又はブ

レードフィーダとバルブフィーダの組合せたものが通常

､
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多く便吊されて,双方共フラッシソグに対して非常に有

効である｡前者は供給量からスクリューのピッチ及び外

径が抑えられるため,停止後のセメント供給量が大きく

なる嫌いがあるが,スタリュ←を二重にすれば或る程度

まで防止され非常に満足すべき結集を得ている｡この点

後者ほバルブゲートによって完全にヂ←トが閉鎖され,

且つジョソギソグ操作

来る有利がある｡しか

に機動電力

ムロ∴
･供の1し

l
T
l隠し

､
｢
ノ行

ノ＼

ことが出

置を｢口いた場合に

拾ても,供給能力ほ槽内のセメントの流れ状態によって

されるようで,むしろ問題ほ供給機構へのセメソ†

流れ機構にあるといえる｡

(C)水及びAE剤計量 置

通常自動式及び全自動式に放てほ,水ほ竃量計量,AE

剖は容筒計量で行っている｡,7k計量の場合貯蔵水タンク

の水頭の変動及び過大は計量書芸及び水槌現象の原因と

なるので,日立のプラントでは当寺殊な設計iこよる弁によ

って 排水を行い,上記事言文を未然に 止しで精度を極

めて良好にしている｡

AE剖は色々なデイスペンサが市表されているが,日

立製作所では特殊のピストン式計量器を帯周し一般の市

販のものより確実な計量を行っている｡

(D)秤 量 機

供給装置の制御は,秤に設けられた操作悍上の水銀ス

イヅチで行っており,粁は振子日 債悍式で,荷貢の伝

達は各横棒を通じてダイヤル目盛及びジョッキソグ秤,

慄作秤に伝えられ,全て機械的のレバーモーションによ

り荷重を正確に秤量するようになっている｡

秤の附属装置としては通常記録装置が設けられるが,

その外配合比変換装置,水分補正装置等も設け,砂の含

水率変化に即応する各種装置を追加している｡記録装置

ほコンクリート管理上必要とされるもので,秤からロー

プにより密閉された記録磯に計量値を導くようにしてあ

る｡

第`図は四憧寵合比変換装置の実施例で,本邦最初の

ものである｡4本の樟は予め所-≡の値が設定されており

操作盤上のダイヤルを切換えることにより迅

量が可育巳である｡

に選択計

(E)計量精度

計量による精度の向上に就いてほ,前如こ於て各供給

装置の説明と共に述べたが,要約すれば貧の如くである｡

(i)大砂利,中砂利の供給は

ト又ほ円盤フィーダを俵田し,

て前者はジョッギング方式を,

錘スダレ付

供給の最終段階に於

後者は戻の絞りによ

る2段操作方式を行い計量精度を高め得た｡

(iり 砂,小砂利ほ扇形ゲートによりダー†開口を小

さくする二段操作で十分な計量精度が得られた｡
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(iijlセメントほスクリュ←を二重にした二段スクリ

ューフィーダで巨分であるが,バルブフイ←ダを増

強に倍吊Lたものでも,糟内のセメントの流れに注

意すれば良好な成績を得ることが出来る｡

(iv､)水は貯蔵7トタンクの71く位の変動を無くすること

が必要であり,更に特殊の7lく弁を任悶することによ

って計量精度を高め得た.｡

(Ⅴ)AE剤は日立製作所独特のピストン式計量器を

使用することによって計量精度が非常に高い｡

以上各装置に対して十分なる注意と日立独特の

採周することによって計量精度を高め得たのであるが,

第7図(次貢参照)はこれを十分実証するものである｡

即ち各材料に対して約500回余の計量を行い,各々の計

量値を誤差分布図に表わしたものである｡これ等の値ほ

土木学会制定のコンクリート仕様書に規定されている計

量誤差を満足しているものである｡

(5)ミ キ サ

ミキサの容量ほ28切,56切が主体となっており,こ

の外は112切放が輸入品として一部に見られる程度であ

る｡第8図ほミキサをプラントに設備した所である｡

･ミキサの良否はコンクリートと混締具合即ちコンシス

テンシーによって決定されるが,これは回転胴体及び羽

板の 造によって大きく左右されるものである｡従

コンクリートのコンシステンシーほ,その都度スランプ

卑測定することむ主よって判画されていたが,大規模なコ

ンクリート工事では計量記録と共にコンシステンシ←を

記録Lながら,コンクリー†のウオーカービリティトを

一定に保つよう作業をすることが望ましいので,この測

定にはコンシステンシーメータが使開されている｡原理

は混合物がコンシステンシ←に比例してミキサの重心位

置が変化するのを,2攻電流の変化に置き変え記録する

ものである｡

(`)材料の予冷

ダム建設が大親模になるに従って,コンクリ←トの打

設量は非常に多くなっている｡従ってコンクリート凝固
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計量誤差像

(A)大 砂 利

置差装誤給窒倣計
.垂錘スダレ付扇形ゲート

.(信頼度95%)士3.3%

けh〃∴プJ√ ♂
′灯ノ
∠∫二.-)

計量芸責(%)

(B)中 砂 利

供給装置….重錘スダレ付扇形ゲート

計量誤差….(信頼度95%)士2.5%

第7図 計 量 誤 差 分 布

(+ナノ ∠/♂/∠Jト)

言†量詰責(%)

(C)小 砂 利

供給装置‥‥扇形ゲート
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Fig.7,Weighing Error Distribution Diagram

第8図 正己 練

2さ切ミキサ

設 備

Fig.8.Mixer Device

時セメントの水和熟によって温度上昇を起し,コンクリ

ートの亀裂或は強度の低下等の原因となっている｡

この対策として最近頓にクローズアップされて来たの

は,7k和熱により温度上昇する 量分だけ予め冷却して

おく方法が採られて来た｡その方法としてほ,材料を混

練前に予冷しておく方法,混練中をこ冷却する方法,コン

クリート手了設後コンクリートの巾にパイプを埋め込み,

冷却7Jくを流して冷却する方法等が用いられている｡

米国に於てほ早くよりこの予冷が実施されていたが,

我 に於ても最近このような要望がぼつぼつ現われ,日

立製作所に於ても各大容量のプラントに就いて計画をす

ゝめているがその概略は次の通りである｡.

粗骨材の予冷は最初冷凍機によって空気を氷点近く迄

冷却し,これを冷媒として貯蔵糟内の粗骨材の間を,直

接循環させることにより骨材の冷却を行い,水は冷却器

によって予冷され,バッチャープランナの貯蔵タンクに

貯えられる｡

この方法による利点は,骨材に湿気を与えず所要の温

度迄容易に予冷することが出来,且つ有効なる冷却が可

能である点にある｡冷凍機は通常アンモニヤ又はフレオ

ン等を冷媒としているが,価格が安価な点よりアンモニ

ヤを多く使用している｡

材料の予冷は主として湿度の高い夏季に行われてお

り,コンクリート打込前の温度は10～150C程度に下げ

れば十分であるから,従って粗骨材は約10eC,水は0･50C

附近迄の予冷を標準としている｡
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換え,一斉押釦を一度押せば排出,混練, 量並びにミ

〔ⅠⅠⅠ〕操作 方 式

(り 概 要

操作は手動,半自動,自動,全自動式の4種類に大別

することが出来,如何なる仕様にも応じ得るが,本稿で

ほ主として全自動式に就いて述べることにする｡

通常One flooroneman操作によるものを自動式と

称しているに対し,One p王ant oneman操作を全自動

式と称すべきであるが,受材室に放ける材料の貯蔵状態

を,各種の運搬装置と共に自動的に管理制御することほ

現在でほ未だ困難の段階にあり,将来いづれ完全なる

One plant one manに移行すると思うが,現在でほ計

量及び混練を1人,受材を1人で行う操作方式を以って

全自動式と称している｡

日立全自動式バッチャ→-プラントは,押釦による遠偏

集合自動制御方式を探周しており,各部

能の直流

置は小型高性

磁空気式制御装置によりH滑に行われ,且つ

操作回路ほ操作空気圧並びに電源電圧が所定値以上でな

ければ運転出来ぬよう保護装置を具備している｡更に計

置にほ過不足充填並びiこ残量過大時に放けるインタ

一口ヅク表京及び警報装置を備え,常に正確,迅速なる
計量操作を行うよう考慮されており,その機能を十分に

発揮している｡貰9図ほ全訂動式バッチャープラント系

統図である｡

全自動操作には一斉 転操作とヰ独 転j日米作の2つが

あり,次にそれぞれの操作に就いて述べることにする｡

(2)-賛運転操作

一斉自動 転ほ排出,混繰,計量の【一貫した流れ作業

を連続運転し,1サイクルで停_LLするものである｡即ち

計量室に設備した操作盤の切換スイソチを全自動側に切

仙/ミキワ

劇クミキワ

肋Jミキワ

㈲ダミ千ワ

第10図

バッチャープラント操作サイクル

Fig.10.

OperativeCycleofBatcherPlant ′姶/ミキワ

佑アミキワ

彪ノミキワ

キサへの骨材投入,シュートの切換えを第10図に示され

る操作サイクルによってすべて自動的に順序よく行い自

動停止する｡従って一斉揮釦を押すことのみによって自

動的にコンクリート製造の過程を終えることが出

一斉計量,一斉排出並びに混練を箇々に行う場合は,

切換スイッチを首動側に切換えそj~しぞれの押釦を押すこ

とにより One flooト毎の 転を行うことが出来る｡

更に骨材の一都を,例えば大砂利を除外して行う場合

にほ,その切換スイッチを車独側に切換え,一斉押釦を

押せば大砂利の操作を除いて前記サイクルによって操作

される｡この場合除外した材料は単独に自動排出,計量

が可能である｡

(3)単独運転換作

一斉 転操作に放て一都を蛍

は全部を単考

転操作する場合,又

作する場合に薙操作を行うのであつ

て,特別の場合を除き一般に使用しない｡しかし必要の

第9図 バッチャ←プラ ント系統図

Fig.9.Schematic DiagramforBatcher Plant
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ある場合常に応じられるよう単独自動運転用横器を具備

している-｡

単独運転操作を行う場合にほ,各材料の切換スイッチ

を単独側に切換え,それぞれの単独計量及び排出押釦を

押すことにより箇々の自動排出,計量が出来る｡この場

合骨材シュート切換え及びミキサ混練操作は,切換スイ

ッチにより操作場所を切換えることにより混練室に設け

られた混練係操作盤によって押釦により行われる｡

〔ⅠⅤ〕電気機器の特長と仕棲

(り 特 長

前述せる全自動式バッチャトプラントほ,操作運転が

正確,迅速且つ操作簡単なものでなくてはならぬ関係上,

電気品は高頻度に耐える十分な精度と寿命が問題となつ

て来ることはいう迄もない｡かゝる点より日立全自動式

バッチャ･-プラントほ,この一貫した流れ作業をあらゆ

る角度から検討し,一連の綜合技術を発揮せしめ次のよ

うな特長を右している｡

(i)自動操作用電気品は,永年の経験に基き如何な

る悪条件に於ても信頼度の高い確信あるものを佐田

している｡.

(ii)遠隔集中自動制御方式を採用し,操作盤と照光

盤とを一体となし各 器の動作,材料の状況等を常

に判然と監視しながら正確な運転を行うことが出来

る許りでなく,軽快に開閉器群を操作し最小限度の

人員で高百巨 を発揮し,経済的に極めて有利である｡

(iii)各所に十分なインタ←-ロックを有し,計量のく

るい並びに誤操作による事故防止が完璧である｡

(iv)各部の操作機構は

し,正確

磁空気式を全面的に探吊

に作動する｡

(Ⅴ)電気的にワンハンドルで,配合比を自由に選択

出来る外,排出順序並びに時差及び混練時間を希望

通り広範囲に 整することが出来る｡

(vi)各電気機器ほすべて防塵防滴を考慮したものと

し,小型にして十分な容量を有し,且つ近代化した

スマ←トな意匠と保守点検に甚だ便利な構造に設計

されている｡

(2)電気機器

電気機器は動力関係を交流とし, 磁弁並びに操作回

路関係の器具は動作確実な直流を採用している｡貯蔵糟

内の在量表示,その他各表示ほすべて電気的に行い,特

に制御機器ほ操作容易な構造を有し,信頼度高く寿命の

長きものとし各機器は保守点検に容易なるよう適切なる

配置を考 居､ している｡

(A)受材係操作盤

第Il図は受材係操作盤を示す｡受材量に設置した操作

第36 第4号

第11区†受 材 係 操 作 盤

Fig･11･ControIDesk for MaterjalStorage

第12図

Fig.12.

計 量 輝 線 作 盤

Batcher ControIDesk withIndicatr

ing Signal

第13囲 計 量 用 制 御 盤

Fig.13.Batcher Controlling Panel
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第14図 混 練 係 操 作 盤

Fig.14.Mixing ControIDesk

盤上にほ材料の蛤送状況,材料の在畳表示,信号 置並

ぴにコンベヤ絹非常停止押釦等,各種の首動表示及び押

釦を具え,在畳表云召割こより骨材及びセメント輸送の警

報を発する装置を持っている｡

(B)計量係操作盤及び自動制御盤

第12図は計量係操作盤,第13図ほ計量用制御宣の一例

を示す｡計量董の運転室内に設置されプラン1､の貢要な

部分である｡操作盤上にほ全自動,自動並びに単独の切

換スイッチ及び押釦,配合比変換スイッチ,各材料の運

転表示,各開閉器の投入表示灯等各制御器具並びに表云

器が配置よく並べられ,これ等一群を計量操作月∃となし,

右側にミキサ関係各制御綜具を配置し,ワンマンコント

ロン-ル操作盤となっている｡その他信号装置,非常用押

釦を具え,一目瞭然に各材料の流れを監視することが出

765

来る｡計量制御盤には本装置の自動運転間接触器,継電

器,開閉器が順序よく配列されている｡筒骨材投入シュ

ート切換え並びにミキサ混練操作を単独運
操作するた

めに第14図の如き混練係操作盤を混練室に設置する｡

〔Ⅴ〕結 ●ぎ

最近の日立全自動式バッチャープラントに就いて,短

く概念的に一通り眺めて見た訳であるが,綜合的に次の･

諸点を特長として採り上げることが出来る｡

(1)自動操作用 気品は,多年の経験に基き十分な

る確信を有し,如何なる悪条件に放ても信頼度が高

い｡

(2)計量装置ほ,各材料に適応したものを採用して

いるから,計量精度が良好である｡

(3)各部に十分なインタ←ロックがあるので,誤り

操作,計量の不良等の事故が,未然に防止出来る｡

(4)自動操作用電源は直流

ら,耐久度が大である｡

源を便月ヨしているか

(5)遠方操作によって行われ,且つコンクリ｢一†管

理に必要なる

数により,正確

筐が完全に具備しているから,小人
ヒヒ台目

つ且 的な操作が可能である｡

以上の如く非常に優秀なる横器と高度の自動操作によ

って良品質のコンクリートを多量且つ能率的に製造出来

るため,ダム建設及び生コンクリ←ト製造業界に於て,

その威力を高く評価されている｡しかし未だ幾多の研究

課題が残されており,新分野の開拓と完全なる自動化を

目標に更に進みたいと念願する次第である｡
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